様式第１号（第４条関係）
○○年度鳥取県美術館連携促進事業計画書
（館名：　　　　　　　　　　　）

	区　　分
	内　　　　　　　　容

	１．事業の名称
	（事業内容を端的に記入してください。）



	２．事業の目的
	（事業実施することで実現しようとすることを記入してください。）



	３．実施体制
	（事業を効果的に実施するために、誰が事業を実施するか、どのような関係者と連携を行うかを記入してください。既に組織図等がある場合は添付いただき、「別添のとおり」と記入していただいても構いません。）



	４．事業内容
	（「いつ、誰を対象に、どこで、何をどのように」実施するのかが明確に分かるように具体的に記入してください。事業計画書や既存資料がある場合は、この欄には重要な部分のみをご記入いただき、「別添資料参照」と記載して、関係書類を添付いただいても構いません。）



	５．公益性
	（本事業が地域や社会に与える影響や効果について記入してください。「○○することで、○○や○○といった人たち（○人程度）に、○○という効果が与えられる」のように「どのように」「誰に」「どのくらい」等の情報が分かるように記載してください。活動が申請者や一部の者の利益でないことを確認するのが目的です。）


	６．計画の実現性
	（十分な体制のもと取組を主体的に行い、計画を実現することが分かるように記入してください。「○○の実現に当たっては○○と○○が協力し、十分な人数が確保できている」のように、「どのように」「誰が」等の情報が分かるように記載してください。）


	７．他の補助金等の活用
	（本事業において活用する予定の他の補助金、助成金等があれば、その名称及び助成元の館名を記載してください。県の補助金の重複利用を確認するのが主な目的ですが、県の補助金以外であっても想定している範囲で記載してください。）



	８．関係法令の遵守
	関係法令の遵守について確認の上、☑を入れてください。

□　事業の実施に係る関係法令等を十分に認識の上、遵守します。



	９．消費税の取扱い
	□ 一般課税事業者　　　 　□ 簡易課税事業者　　　□ 免税事業者




※上記の内容が記載されていれば、様式は別様で構いません。

（添付資料）
・館規約（規約がない場合は、館の活動目的、活動概要が分かるチラシ・パンフレット、年間

計画等）
・構成員名簿（主要な構成員(10 名以内)の氏名及び事業において果たす役割に係るもの）

・その他申請事業の参考となる資料
	担当者連絡先
	（申請書の内容についての問い合わせや相談に対応いただける方のお名前と、平日・日中に連絡がとれる連絡先を記入してください。必ずしも代表の方とする必要はありません。）

	住　　所
	〒



	館 　名
	

	担当者名


	

	連 絡 先
	電話：　　　　　　　　　　　ﾌｧｸｼﾐﾘ：

E-mail：




様式第２号（第４条関係）
○○年度鳥取県美術館連携促進事業収支予算書
（館名：　　　　　　　　　　　）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	予算額
	積算内訳

	県補助金
	
	

	自己資金
	
	

	参加費　①

(入場料、出展料等)
	
	

	その他の収入　②

 民間･市町村助成金、

販売収入等
	
	

	合　　計
	
	


支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	予算額
	積算内訳

	補助対象経費


	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	補助対象経費 計 ③
	
	

	補助対象外経費
	
	
	

	
	
	
	

	
	補助対象外経費 計
	
	

	合　　計
	
	


※算定基準額　＝　補助対象経費③－（参加費①＋その他の収入②）

	　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　

円

